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こ
の
記
録
は
、
私
が
二
十
歳
～
二
十
五
歳
ま
で
の
青
年
の
時
期
（
戦
時
中
）
　
そ
し

て
軍
隊
時
代
、
ま
た
終
戦
近
い
八
月
、
北
満
国
境
地
域
の
状
況
、
ソ
連
の
不
法
進
撃

に
よ
る
、
開
拓
移
民
団
の
悲
劇
、
そ
の
頃
、
敗
戦
国
の
捕
虜
と
し
て
入
ソ
し
、
過
酷

な
労
役
に
服
し
、
酷
寒
と
ノ
ル
マ
に
追
わ
れ
た
生
活
を
、
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
帰
国
の
喜
び
と
そ
の
陰
の
苦
労
、
帰
郷
ま
で
の
様
子
を
書
い
て
み
た
が
、
過

去
の
思
い
出
に
し
て
も
、
あ
ま
り
に
も
数
多
く
珍
し
い
体
験
で
あ
る
。
今
後
二
度
と

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
し
、
ま
た
起
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
「
苦
労
は
若
い
う
ち
に
せ
よ
」
と
い
う
諺
が
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
も
大
き
す
ぎ
た
若

き
日
の
体
験
で
あ
っ
た
…
。

 

徴
兵
検
査
　
（
成
人
式
）

　　
終
戦
の
年
ま
で
二
十
歳
に
な
っ
た
若
者
に
は
国
民
の
義
務
と
し
て
こ
の
徴
兵
検
査

が
あ
っ
た
。
（
戦
後
の
成
人
式
で
あ
る
）
　
徴
兵
検
査
を
受
け
て
始
め
て
一
人
前
の
男

と
し
て
認
め
ら
れ
、
酒
も
煙
草
も
、
人
前
で
大
っ
ぴ
ら
に
飲
ん
だ
り
、
吸
っ
た
り
出
来

た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
日
本
男
子
で
あ
る
以
上
、
平
時
で
あ
ろ
う
と
、
戦
時
で
あ
ろ
う
と
、
残
ら

ず
こ
の
検
査
の
関
門
を
、
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
厳
し
い
道
で
あ
っ
た
。

軍
人
を
志
す
も
の
に
登
龍
門
と
し
て
、
幼
年
学
校
が
あ
り
、
小
学
六
年
生
よ
り
試

験
で
入
学
す
る
。
ま
た
十
八
歳
で
志
願
の
道
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
職
業
軍
人
と
し

て
の
道
で
あ
っ
た
。

　
徴
兵
検
査
は
、
各
都
道
府
県
支
庁
管
内
で
行
な
わ
れ
た
。
夏
期
に
検
査
が
行
な

わ
れ
、
八
月
末
～
九
月
の
入
隊
が
普
通
で
あ
っ
た
。

　
検
査
に
合
格
す
る
と
、
薄
桃
色
の
用
紙
の
入
隊
通
知
が
来
る
。
　
検
査
の
結
果
、

甲
種
、
乙
種
、
丙
種
合
格
の
別
に
分
け
ら
れ
、
平
時
で
あ
れ
ば
、
甲
種
合
格
者
の
み

入
隊
通
知
が
来
る
。
乙
、
丙
種
は
予
備
兵
と
し
て
、
一
年
～
三
年
に
一
回
、
地
方
市

町
村
別
に
地
方
連
隊
区
の
指
導
の
下
に
、
退
役
軍
人
が
指
導
者
と
し
て
二
・
三
日

間
の
宿
泊
訓
練
が
な
さ
れ
る
。

　
場
所
は
小
学
校
が
使
わ
れ
、
夏
休
み
期
間
中
に
実
施
す
る
の
が
、
普
通
で
あ
っ
た
。

現
役
の
将
校
、
下
士
官
兵
が
付
い
て
い
る
の
で
、
手
抜
き
な
ど
出
来
ず
、
厳
し
い
訓

練
風
景
で
あ
り
、
秋
に
は
隣
接
町
村
と
の
対
抗
演
習
な
ど
も
行
な
わ
れ
、
空
砲
を

撃
ち
実
戦
さ
な
が
ら
で
あ
っ
た
。

　
実
弾
射
撃
も
毎
年
行
な
わ
れ
て
い
た
。
　
当
時
、
陸
別
町
は
釧
路
支
庁
管
内
で

あ
っ
た
た
め
、
釧
路
連
隊
区
の
管
轄
に
あ
っ
た
。
当
時
、
徴
兵
検
査
は
支
庁
別
に
施

行
さ
れ
た
。

　
当
時
の
進
学
は
、
小
学
校
六
年
卒
業
か
ら
試
験
を
受
け
て
、
中
学
校
　
（
五
年
） 

農
林
学
校
な
ど
へ
進
む
、
普
通
ほ
と
ん
ど
は
高
等
科
へ
進
み
二
年
で
卒
業
、
と
同
時

に
上
級
学
校
（
師
範
学
校
、
各
専
門
学
校
、
大
学
）
へ
進
む
者
も
い
た
。
ほ
と
ん
ど
土

地
の
金
持
や
知
名
人
の
子
供
で
あ
っ
た
。
少
々
成
績
な
ど
中
位
で
も
入
学
し
た
よ

う
で
あ
る
。

　
上
級
学
校
は
ほ
と
ん
ど
都
市
に
あ
り
入
学
す
る
と
下
宿
が
つ
き
も
の
で
あ
る
。

　
進
学
し
な
い
者
は
家
事
手
伝
い
か
就
職
を
す
る
。
働
く
と
こ
ろ
は
い
く
ら
で
も
あ
っ

た
。
　
　

　
官
庁
就
職
は
試
験
と
、
知
人
の
依
頼
が
殆
ど
就
職
を
し
な
が
ら
青
年
学
校
へ
入
る

毎
日
の
夜
間
と
日
曜
日
、
若
干
の
学
科
と
、
世
界
状
況
、
軍
事
教
練
な
ど
が
あ
る
。

　
年
に
一
度
実
戦
さ
な
が
ら
の
野
戦
訓
練
も
あ
り
、
徴
兵
、
入
隊
の
予
備
訓
練
の
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場
で
も
あ
っ
た
。

　
徴
兵
検
査
は
管
内
二
百
～
三
百
名
位
の
人
を
一
日
で
終
了
さ
せ
る
の
で
大
変
で

あ
る
。

　
昭
和
十
九
年
七
月
　
陸
別
町
か
ら
七
十
数
名
が
行
く
。
場
所
が
弟
子
屈
町
な
の

で
、
前
日
に
出
発
し
泊
ま
る
。

　
陸
別
駅
集
合
で
町
役
場
の
兵
事
係
と
青
年
学
校
の
教
官
に
引
率
さ
れ
出
発
。
行

き
帰
り
二
泊
三
日
で
あ
る
。
陸
別
町
は
終
戦
後
、
釧
路
支
庁
（
距
離
的
に
遠
い
）
か

ら
十
勝
支
庁
に
編
入
替
え
と
な
る
。

　
検
査
当
日
は
早
朝
起
床
、
検
査
会
場
ま
で
徒
歩
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
だ
。
八
時

検
査
開
始
な
の
で
、
三
十
分
～
一
時
間
前
ま
で
に
行
っ
て
、
準
備
を
し
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
大
、
小
、
の
便
も
済
ま
せ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
日
の
体
調
、
不

調
な
ど
理
由
に
な
ら
な
い
。

　
釧
路
連
隊
か
ら
現
役
の
兵
、
下
士
官
が
補
助
検
査
官
と
し
て
、
ま
た
指
導
官
と
し

て
来
て
い
て
、
彼
等
が
殊
更
に
厳
し
い
。
軍
隊
で
は
普
通
な
の
だ
。
一
挙
手
一
投
足

に
至
る
ま
で
の
、
小
さ
な
ミ
ス
も
見
逃
さ
ず
、
今
ま
で
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
緊
張
感

だ
。

各
町
村
が
順
次
行
な
わ
れ
る
。
始
ま
っ
た
ら
全
く
猶
予
が
な
い
。
二
十
～
三
十
名
が

始
め
、
運
動
場
　
（
野
外
）
　
に
並
ん
で
運
動
　
（
手
足
）
　
検
査
か
ら
始
ま
る
。
（
一
回

説
明
し
て
、
直
ち
に
実
施
だ
、
一
言
で
も
聞
き
漏
ら
し
た
ら
大
変
だ
）

　
緊
張
す
れ
ば
す
る
程
、
失
敗
が
多
く
な
る
。
二
言
一
言
が
怒
鳴
る
よ
う
に
聞
こ
え
、

失
敗
の
連
続
。

　
屋
内
　
（
教
室
）
　
に
入
り
、
全
裸
と
な
る
。
前
に
一
尺
角
の
布
を
下
げ
る
だ
け
。

検
査
箇
所
は
一
番
か
ら
順
次
進
む
、
入
る
と
四
・
五
人
ず
つ
検
査
要
領
の
説
明
を

受
け
、
順
次
奥
へ
進
む
、
全
く
無
駄
の
な
い
行
動
で
あ
り
、
私
語
も
出
来
ず
、
要
領

説
明
は
す
べ
て
一
回
だ
け
で
、
若
干
の
質
問
を
受
け
終
る
。

　
後
は
、
前
の
も
の
が
検
査
を
受
け
て
い
る
順
序
を
、
間
違
え
な
い
よ
う
に
よ
く
見
て

い
る
こ
と
だ
。
二
回
ぐ
ら
い
順
序
を
間
違
え
る
と
組
の
一
番
後
ろ
に
回
さ
れ
る
。

　
検
査
官
は
一
言
も
言
わ
ず
、
受
け
る
ほ
う
が
順
序
に
よ
っ
て
行
動
し
、
検
査
に
支

障
の
な
い
動
作
体
制
を
す
る
の
で
あ
る
。

　
検
査
官
の
前
で
名
前
を
告
げ
て
、
動
作
に
入
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
硬
く
な
っ
て
は
、

前
に
説
明
を
受
け
た
通
り
に
、
出
来
な
い
も
の
も
出
る
。
仲
間
に
聞
く
こ
と
も
、
話

す
こ
と
も
駄
目
な
の
で
、
他
の
者
の
動
作
を
見
て
知
る
の
み
、
す
べ
て
要
嶺
よ
く
、
元

気
に
行
動
す
れ
ば
、
「
よ
し
っ
」
　
と
ほ
め
ら
れ
無
事
通
過
す
る
の
だ
。

　
十
箇
所
ぐ
ら
い
あ
る
検
査
場
を
、
こ
の
要
領
で
す
る
の
で
大
変
な
こ
と
、
下
手
に

失
敗
が
続
く
と
、
要
ら
ぬ
と
こ
ろ
ま
で
調
べ
ら
れ
て
し
ま
う
。
（
軍
隊
の
要
領
を
本
分

と
す
べ
し
は
も
う
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
）

　
二
百
人
以
上
の
人
の
検
査
を
、
午
前
八
時
か
ら
午
後
二
時
頃
ま
で
に
終
り
、
引

き
続
き
査
定
発
表
が
行
な
わ
れ
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
検
査
の
早
さ
に
感
心
さ
せ
ら

れ
る
。

　
こ
れ
で
、
甲
、
乙
、
丙
種
に
分
別
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
人
間
も
哀
れ
な
も
の
で
あ
る

三
・
四
時
間
程
で
検
査
の
全
行
程
が
終
る
。

　
服
装
を
整
え
遅
い
昼
食
を
と
り
、
運
命
の
発
表
を
待
つ
の
で
あ
る
。
午
後
二
時
か

ら
発
表
で
あ
る
。

　
検
査
官
は
南
葉
大
佐
と
言
っ
て
、
当
時
　
「
鬼
の
南
葉
」
　
と
い
わ
れ
て
い
た
厳
し
い

人
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
若
干
の
質
問
と
検
査
結
果
の
発
表
が
あ
る
。
質
問
の
内
容
で

自
分
は
何
の
方
面
に
行
く
の
か
見
当
が
つ
く
。

　
中
央
上
段
に
口
髭
を
付
け
た
軍
人
が
お
り
、
左
右
に
支
庁
長
、
町
村
長
の
他
多

数
が
居
並
ぶ
。
威
厳
が
あ
り
今
ま
で
の
と
こ
ろ
よ
り
、
空
気
が
ピ
ー
ン
と
張
り
詰
め

た
感
じ
で
、
一
人
ず
つ
番
号
順
に
呼
ば
れ
、
中
へ
入
る
。

　
番
号
と
名
前
を
元
気
よ
く
言
っ
て
、
検
査
官
の
前
へ
出
る
。
大
佐
よ
り
二
・
三
の
質
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問
を
受
け
る
。
何
を
問
わ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
。

　
大
佐
の
前
に
あ
る
書
類
に
は
、
身
元
調
査
、
学
歴
は
言
う
に
及
ば
ず
、
素
行
か
ら 

家
族
の
状
況
、
職
業
、
す
べ
て
の
調
書
が
あ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
聞
か
れ
た
内
容
に
よ
り
、
よ
く
こ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
調
べ
て
あ
る
な
あ
…
と
思
う

程
で
あ
る
。

　
大
佐
の
決
定
、
そ
し
て
命
令
は
天
皇
の
命
令
で
あ
る
。
大
佐
よ
り
「
甲
種
合
格
」 

と
言
わ
れ
復
唱
し
て
退
く
。

　
そ
の
場
で
、
甲
種
合
格
、
乙
種
合
格
、
丙
種
合
格
の
三
段
階
で
、
検
査
結
果
を
選

定
し
、
発
表
命
令
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
平
時
で
あ
る
と
甲
種
合
格
者
は
、
三
～
五
割
程
度
と
い
わ
れ
た
。
し
か
し
戦
時
と

も
な
る
と
、
六
～
七
割
の
甲
種
合
格
者
が
出
る
。
戦
雲
急
な
る
時
は
こ
の
乙
、
丙
な

る
者
も
、
多
く
召
集
さ
れ
戦
場
へ
送
ら
れ
た
。

　
甲
種
合
格
者
は
後
日
、
入
隊
場
所
と
日
付
時
間
を
指
定
し
た
通
知
書
が
送
付
さ

れ
て
く
る
。
戦
時
こ
の
紙
切
れ
一
枚
で
運
命
が
決
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
俗
に
こ
の
紙
切

れ
一
枚
の
こ
と
を
赤
紙
と
い
っ
た
。

　
検
査
が
終
わ
り
、
宿
舎
に
帰
る
と
、
甲
種
合
格
者
は
共
に
喜
び
、
乙
、
丙
の
者
は

シ
ュ
ン
と
な
り
、
話
の
輪
に
入
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
当
時
、
甲
種
合
格
に
な
る

こ
と
は
、
男
の
誉
れ
で
あ
り
、
家
族
の
自
慢
で
も
あ
っ
た
。

　
戦
時
甲
種
合
格
で
息
子
を
兵
隊
に
出
す
親
の
気
持
ち
は
大
変
だ
っ
た
ろ
う
、
面
に

笑
み
を
浮
か
べ
心
で
泣
い
て
見
送
っ
た
姿
が
思
い
出
さ
れ
る
。

　
当
時
、
二
十
歳
以
下
は
未
成
年
と
し
て
扱
わ
れ
、
酒
、
煙
草
は
の
ん
で
は
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
一
般
で
は
の
ん
だ
り
ふ
か
し
た
り
す
る
者
は
多
く
ほ
と
ん

ど
隠
れ
た
行
動
で
あ
っ
た
し
、
他
の
先
輩
た
ち
も
見
て
み
ぬ
振
り
を
し
た
り
、
勧
め

る
人
も
あ
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

　
だ
が
、
こ
の
検
査
近
く
、
ま
た
検
査
当
日
は
当
然
駄
目
で
あ
り
匂
は
も
ち
ろ
ん
煙

草
の
　
「
ヤ
二
」
　
は
指
先
か
ら
す
っ
か
り
落
と
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
時

の
煙
草
は
ヤ
二
が
強
く
指
先
が
ニ
コ
チ
ン
で
黄
色
く
な
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。

　
ほ
と
ん
ど
の
若
者
は
酒
も
煙
草
も
た
し
な
ん
だ
。
検
査
場
で
は
、
聞
か
れ
て
も
、
の

ん
で
い
ま
せ
ん
…
で
通
る
の
で
あ
る
。
検
査
官
は
の
ん
で
い
る
か
、
い
な
い
か
は
一
目
で

分
か
る
ら
し
い
が
…
。

　
も
う
一
つ
は
女
性
関
係
で
あ
る
。
遊
廓
が
全
国
至
る
所
に
あ
っ
た
時
代
、
小
さ
い

都
市
や
田
舎
な
ど
ち
ょ
っ
と
の
こ
と
で
毛
ジ
ラ
ミ
、
淋
病
な
ど
を
も
ら
っ
て
く
る
若

者
も
あ
り
、
若
者
の
多
い
軍
隊
で
は
、
こ
れ
ら
の
伝
染
が
一
番
心
配
で
こ
の
検
査
は

特
に
う
る
さ
く
厳
し
か
っ
た
。
も
し
疑
い
が
あ
れ
ば
、
再
度
、
再
々
度
検
査
さ
れ
、

淋
病
な
ど
に
罷
っ
て
い
る
と
、
丙
に
落
と
さ
れ
る
。
兵
役
を
逃
れ
る
た
め
に
、
わ
ざ

と
感
染
す
る
者
も
い
た
の
で
、
こ
の
こ
と
の
検
査
は
、
殊
の
外
厳
し
く
し
た
。

　
検
査
が
終
る
と
、
甲
種
合
格
の
者
と
乙
、
丙
の
者
と
の
進
路
は
、
は
っ
き
り
す
る
、

乙
、
丙
の
者
は
業
務
に
精
を
出
し
、
甲
の
者
は
入
隊
ま
で
、
仕
事
の
こ
と
、
身
の
回
り

の
整
理
を
し
、
思
い
残
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
友
と
日
々
を
送
る
。

　
昭
和
十
九
年
、
甲
種
合
格
と
な
り
入
隊
す
る
こ
と
は
、
戦
地
へ
行
く
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
各
地
で
敗
戦
、
玉
砕
が
多
く
敗
色
が
濃
く
な
っ
て
き
た
と
き
で
、
生
き
て

帰
る
こ
と
の
で
き
な
い
戦
況
で
あ
っ
た
の
だ
。
し
か
し
当
時
の
若
者
は
生
死
の
こ
と
な

ど
考
え
る
者
は
、
誰
一
人
い
な
か
っ
た
。

　
国
民
皆
兵
、
一
丸
と
な
っ
た
時
代
、
戦
地
で
死
ぬ
こ
と
を
誉
れ
と
し
て
い
た
。
戦
時

教
育
・
指
導
の
徹
底
は
恐
ろ
し
い
も
の
で
あ
る
。

　
昭
和
十
九
年
の
七
月
、
八
月
は
例
年
に
な
い
暑
い
目
が
続
い
た
夏
で
あ
っ
た
。

　
日
中
の
仕
事
を
終
わ
り
夕
方
か
ら
毎
晩
友
と
楽
し
く
語
ら
い
、
歌
い
遊
ん
だ
。
死

地
へ
送
る
若
者
に
対
す
る
公
認
の
時
間
で
あ
っ
た
の
だ
。
元
気
に
任
せ
少
々
無
理
し

て
遊
ん
だ
せ
い
で
、
少
し
の
風
邪
だ
っ
た
が
こ
じ
ら
せ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
体
し
た
こ

と
で
も
な
く
、
薬
を
呑
ん
で
仕
事
を
続
け
る
。
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あ
る
日
勤
務
中
に
、
ひ
ど
い
発
熱
を
起
こ
す
、
立
っ
て
居
ら
れ
な
い
状
態
と
な
り
、

す
ぐ
町
の
病
院
へ
行
く
、
肺
浸
潤
の
疑
い
あ
り
と
言
わ
れ
、
母
も
心
配
し
て
北
見
の

大
き
い
病
院
へ
行
く
よ
う
に
勧
め
て
く
れ
た
。
い
つ
入
隊
通
知
が
来
る
か
分
か
ら
な
い

の
だ
。

　
次
の
日
、
北
見
日
赤
病
院
へ
行
く
。
病
名
は
同
じ
で
あ
っ
た
。
医
者
に
入
隊
の
こ
と

を
話
す
と
、
先
生
も
心
配
を
し
て
、
そ
れ
で
は
早
期
に
治
る
よ
う
に
と
治
療
法
を

考
え
て
く
れ
て
、
仕
事
を
し
な
が
ら
一
日
お
き
に
北
見
の
病
院
に
通
っ
た
。

 

入
隊
通
知

　　 

病
気
も
大
分
よ
く
な
っ
て
来
た
九
月
七
日
、
入
隊
通
知
が
来
る
。
入
隊
は
九
月

二
十
日
、
旭
川
師
団
野
砲
連
隊
で
あ
る
。

　 

医
者
に
相
談
し
た
。
毎
日
病
院
に
通
い
診
療
し
た
甲
斐
も
あ
り
、
「
も
う
こ
れ
で

大
丈
夫
だ
」
　
と
医
者
に
言
わ
れ
通
院
を
止
め
る
。
九
月
十
五
日
で
あ
っ
た
。

　
九
月
十
六
日
以
降
出
発
ま
で
は
知
人
鮨
刑
戚
の
挨
拶
回
り
や
壮
行
会
な
ど
身
の

回
り
の
整
理
に
追
わ
れ
る
。
故
郷
に
思
い
残
す
こ
と
の
無
き
よ
う
、
心
の
整
理
も
。

九
月
十
九
日
　
午
後
一
時
の
列
車
で
出
発
。

　
姉
兄
た
ち
が
、
皆
他
か
ら
集
ま
っ
て
い
る
の
で
、
我
が
家
は
久
々
に
賑
や
か
だ
。
午

前
「
国
民
服
」
　
を
着
て
、
腹
に
は
千
人
針
の
布
を
巻
き
両
肩
に
は
　
「
日
の
丸
の
寄

せ
書
き
」
　
を
し
た
も
の
を
掛
け
、
立
派
な
若
者
の
晴
れ
姿
で
知
人
、
先
輩
、
近
隣

者
に
出
発
の
挨
拶
回
り
で
あ
る
。
一
つ
に
は
晴
れ
姿
を
見
せ
る
た
め
か
。
（
田
舎
な

れ
ば
こ
そ
）

「
今
日
元
気
で
行
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
お
元
気
で
」
　
こ
の
言
葉
だ
け
。
行
き
ま
す
と

は
、
行
っ
て
帰
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
当
時
、
行
っ
て
来
ま
す
と
は
言
わ
な
い
の
が
兵

隊
に
行
く
者
の
慣
わ
し
で
あ
っ
た
。

　 

出
発
一
時
間
く
ら
い
前
に
な
る
と
、
町
内
会
や
国
防
婦
人
会
の
人
た
ち
が
、
大

勢
集
ま
り
家
の
前
か
ら
、
列
車
の
出
発
ま
で
見
送
る
慣
わ
し
で
あ
る
。
（
大
東
亜
戦

争
以
前
は
、
入
隊
、
出
征
一
週
間
前
か
ら
知
人
や
、
親
戚
か
ら
贈
ら
れ
る
布
の
職 

「
祝
出
征○
○
○

君
」
と
書
か
れ
た
も
の
が
何
本
も
立
て
ら
れ
、
そ
れ
を
持
っ
て
駅

ま
で
送
る
行
進
は
、
若
者
の
夢
で
あ
っ
た
の
だ
。
）

　 

家
を
出
て
ま
ず
神
社
に
行
き
、
お
祓
い
を
し
て
駅
に
行
く
。
明
日
九
月
二
十
日

は
神
社
の
秋
祭
り
宵
宮
で
大
勢
の
人
が
そ
の
準
備
で
大
変
で
あ
っ
た
。

　 

駅
に
は
、
多
く
の
見
送
り
の
人
々
が
集
ま
り
、
ま
た
挨
拶
が
大
変
。
駅
に
着
く
と

ひ
と
し
き
り
歓
送
の
軍
歌
が
歌
わ
れ
別
れ
を
惜
し
む
よ
り
、
怒
号
の
よ
う
な
歌
声

に
、
送
ら
れ
る
者
も
、
一
緒
に
歌
う
。

　 

発
車
の
ベ
ル
が
鳴
り
出
す
と
、
歌
声
と
バ
ン
ザ
イ
の
声
で
、
近
く
の
話
し
声
が
聞
き

取
れ
な
い
。
列
車
は
発
車
し
徐
行
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
速
度
を
増
す
。
心
得
た
も
の

だ
。
　
　

　
一
緒
に
出
発
し
た
人
は
他
に
三
人
。
　
列
車
の
中
と
ホ
ー
ム
と
で
の
歌
に
よ
る
歓

呼
の
呼
応
だ
け
。
別
れ
は
た
だ
互
い
に
手
を
固
く
握
り
し
め
、
無
言
の
別
れ
で
あ
る
。

街
や
山
が
遠
く
な
る
に
つ
れ
、
こ
れ
が
故
郷
の
見
納
め
か
と
思
う
と
、
寂
し
さ
が
込

み
上
げ
て
く
る
。

　 

途
中
、
瀬
川
駅
ま
で
父
と
姉
が
同
伴
見
送
る
こ
と
と
な
る
。
釧
路
発
の
軍
用
列

車
が
、
止
若
駅
ホ
ー
ム
に
滑
り
込
ん
で
く
る
。
止
若
駅
　
（
現
幕
別
駅
）
　
よ
り
乗
車

す
る
。
長
い
臨
時
列
車
で
あ
る
。

　
薄
暗
い
中
初
め
て
の
駅
前
、
そ
し
て
人
の
波
、
親
子
の
別
れ
を
交
わ
す
間
も
無
く

人
込
み
の
中
に
押
さ
れ
、
自
分
の
部
隊
番
号
の
集
合
場
所
を
探
す
の
が
や
っ
と
。

　 

下
士
官
は
、
自
分
の
人
員
を
掌
握
す
る
と
、
「
俺
に
つ
い
て
来
い
。
は
ぐ
れ
る
な
。
」 

の
一
言
、
着
い
た
所
が
旅
館
だ
。
一
時
の
休
憩
だ
。

　 

駅
前
の
人
込
み
で
度
肝
を
抜
か
れ
、
ま
た
兵
隊
に
怒
鳴
ら
れ
て
、
気
も
高
ぶ
り 
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「
寝
ろ
」
　
と
云
わ
れ
て
も
寝
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

　 

こ
れ
か
ら
の
こ
と
が
ま
す
ま
す
心
配
に
な
る
。
父
と
姉
が
無
事
に
帰
途
に
つ
い
た

か
そ
れ
も
心
配
だ
っ
た
。

　
八
時
ま
で
に
部
隊
に
入
り
入
隊
の
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
持
ち
物
は

奉
公
袋
一
つ
。
入
隊
通
知
書
、
他
若
干
の
書
類
と
洗
面
道
具
だ
け
。

 

入
隊
　
（
旭
川
）

　 　 

昭
和
十
九
年
九
月
二
十
日
。
　
い
よ
い
よ
入
隊
当
日
。

　 

係
の
人
に
連
れ
ら
れ
、
旭
川
七
師
団
、
野
砲
連
隊
の
営
門
を
潜
る
。
こ
れ
で 

「
シ
ャ
バ
」
　
　
（
一
般
社
会
）
　
と
も
お
別
れ
だ
。

　 

時
間
と
厳
し
い
規
則
に
縛
ら
れ
、
厳
し
い
訓
練
が
待
っ
て
い
る
。
七
時
三
十
分
頃

よ
り
練
兵
場
に
集
合
と
な
る
。

　 

驚
い
た
こ
と
に
名
前
と
番
号
で
呼
ば
れ
各
斑
に
分
け
ら
れ
る
。
い
つ
の
間
に
、
こ
れ

だ
け
の
人
が
ど
こ
か
ら
入
隊
し
て
き
た
の
か
、
三
百
～
四
百
名
の
人
で
あ
る
。
此
処

で
初
め
て
分
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
今
入
隊
し
た
我
々
は
、
み
な
旭
川
連
隊
に
入

隊
し
た
の
で
は
な
く
、
満
州
佳
木
斯
（
チ
ャ
ム
ス
）
師
団
八
二
四
部
隊
　
（
山
砲
部
隊
） 

へ
入
隊
な
の
で
あ
る
。

　 

満
州
部
隊
か
ら
兵
員
受
領
に
沢
山
の
将
校
、
下
士
官
が
来
て
い
た
の
で
あ
る
。

　 

旭
川
部
隊
は
仮
の
受
領
場
所
に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
。

　 

各
中
隊
班
別
に
分
け
ら
れ
、
軍
曹
の
指
揮
に
入
る
他
に
下
士
官
が
一
名
位
、
班

は
八
十
数
人
で
あ
る
。
そ
の
他
上
等
兵
、
兵
長
、
伍
長
、
が
計
五
名
、
軍
曹
の
紹
介

が
あ
り
、
自
分
た
ち
の
班
の
人
を
早
く
覚
え
る
よ
う
に
と
の
こ
と
。
と
は
い
え
軍
服

を
着
る
と
皆
同
じ
に
見
え
て
し
ま
う
。
階
級
を
見
て
判
断
す
る
だ
け
だ
。

一
週
間
か
ら
十
日
各
検
査
と
渡
満
準
備
の
た
め
に
当
部
隊
に
居
る
の
で
、
ま
ず
仮

の
宿
舎
で
あ
る
。
野
砲
部
隊
は
砲
を
馬
で
引
く
た
め
追
馬
場
と
い
う
室
内
の
ド
デ
カ

イ
建
物
が
あ
り
、
内
部
が
が
ら
ん
と
し
た
砂
地
の
屋
内
馬
場
で
あ
り
、
そ
こ
に
足
場

を
組
み
、
板
を
並
べ
ム
シ
ロ
を
敷
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
馬
並
み
で
あ
る
。
い

や
毛
布
が
あ
る
だ
け
少
し
良
い
様
で
あ
り
、
食
事
は
バ
ケ
ツ
で
運
ば
れ
分
け
ら
れ
る
。

次
の
日
か
ら
順
次
体
格
検
査
と
い
う
徴
兵
検
査
よ
り
も
厳
し
い
検
査
が
行
わ
れ
、

班
長
の
身
元
調
べ
な
ど
も
あ
り
、
時
間
が
か
か
り
ま
た
う
る
さ
い
。
予
備
時
間
は
体

操
を
す
る
の
で
暇
な
ど
全
く
な
い
。
た
ま
に
食
事
の
後
な
ど
、

「
俺
が
見
て
い
る
か
ら
、
全
員
昼
寝
し
ろ
」
　
と
い
い
と
こ
ろ
を
見
せ
る
。

命
令
だ
か
ら
眠
く
な
く
と
も
、
横
に
な
っ
て
じ
っ
と
し
て
い
る
。
検
査
も
普
通
何
も
な

け
れ
ば
、
一
回
で
通
過
す
る
が
ち
ょ
っ
と
で
も
疑
問
な
点
が
出
る
と
何
回
で
も
調
べ

ら
れ
る
。
自
分
も
軍
医
の
検
査
で
腕
に
多
く
の
注
射
の
跡
が
あ
る
の
で
、
ど
う
し
た

の
か
と
聞
か
れ
、
出
発
近
く
ま
で
肺
浸
潤
で
病
院
へ
通
っ
て
い
た
こ
と
を
話
す
と
、
検

査
の
仕
直
し
と
な
り
、
同
じ
よ
う
な
検
査
を
毎
日
や
ら
れ
る
。
今
日
こ
の
検
査
で
同

じ
病
気
の
者
が
、
五
名
い
た
が
自
分
一
人
が
再
度
検
査
で
あ
る
。

今
度
は
陸
軍
病
院
へ
行
っ
て
検
査
と
の
こ
と
。
軍
曹
か
ら
　
「
陸
軍
病
院
ま
で
行
く
よ

う
な
ら
、
だ
め
か
も
な
あ
」
と
の
こ
と
。
や
は
り
自
分
の
班
か
ら
一
人
で
も
、
兵
隊
を

少
な
く
し
た
く
な
い
の
で
あ
る
。
後
日
、
検
査
係
に
う
ま
く
頼
ん
だ
よ
う
だ
。

最
終
、
陸
軍
病
院
へ
行
き
、
診
断
の
結
果
病
院
へ
行
っ
た
五
名
の
内
　
（
他
班
か
ら
四

名
）
　
即
日
帰
還
は
私
一
名
だ
け
、
四
名
は
残
さ
れ
た
。
助
か
っ
た
！
無
事
入
隊
す

る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
。

出
発
二
・
三
日
前
か
ら
、
今
度
は
次
々
予
防
注
射
を
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
発
熱
者

続
出
し
て
、
元
気
な
者
は
半
数
も
い
な
い
有
様
で
あ
る
。

甘
味
品
も
と
き
ど
き
支
給
さ
れ
、
煙
草
ま
で
支
給
さ
れ
た
。
班
長
や
他
の
下
士
官

も
我
々
に
対
し
て
、
弟
の
よ
う
に
扱
っ
て
く
れ
る
、
班
長
も
　
「
俺
を
兄
貴
と
思
っ
て

何
で
も
相
談
し
ろ
」
　
と
言
っ
て
く
れ
た
。
現
役
の
下
士
官
か
ら
見
る
と
、
我
々
は
子
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供
の
よ
う
な
扱
い
だ
。

出
発
　
（
北
海
道
と
の
別
れ
）

　　
昭
和
十
九
年
九
月
三
十
日
。
い
よ
い
よ
出
発
の
時
が
来
た
。
秋
も
深
ま
り
月
の
冴

え
渡
る
夜
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
十
二
年
の
日
支
事
変
に
始
ま
り
十
六
年
十
二
月
の
大
東
亜
戦
争
へ
と
戦
う

こ
と
七
年
、
食
糧
も
軍
需
品
も
底
を
つ
い
て
き
た
頃
で
あ
り
、
戦
況
も
各
地
で
連
合

軍
に
押
し
返
さ
れ
、
玉
砕
相
次
ぎ
、
本
土
空
襲
で
各
地
が
焼
土
と
化
し
た
。
風
雲

急
を
告
げ
る
と
き
で
あ
る
。

 

入
隊
新
兵
さ
ん
の
輸
送
時
の
服
装

　 

・
上
下
は
一
応
軍
服
で
兵
隊
ら
し
い
　
（
代
用
ラ
シ
ャ
服
で
新
品
）

・
戦
闘
帽
は
よ
れ
よ
れ
の
中
古
品

　 

・
足
元
は
地
下
足
袋
（
軍
服
に
地
下
足
袋
で
は
様
に
な
ら
な
い
）

・
水
筒
の
代
わ
り
に
竹
筒
の
水
入
れ
一
本

・
雑
嚢
の
中
に
は
日
用
品
若
干
に
乾
パ
ン
一
袋
　
（
非
常
食
）

・
武
装
無
し

　　
満
州
チ
ャ
ム
ス
師
団
よ
り
兵
隊
を
受
嶺
、
輸
送
に
き
た
指
揮
官
の
指
示
に
よ
り
、

九
月
三
十
日
午
後
九
時
、
旭
川
駅
貨
物
ホ
ー
ム
に
集
結
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
、
中

隊
別
に
列
車
に
乗
る
。

　
入
隊
者
で
、
旭
川
近
隣
の
近
親
者
は
、
何
処
か
ら
か
出
発
目
時
を
入
手
し
、
会
に

来
る
人
も
い
た
。
（
本
当
に
最
後
の
別
れ
で
あ
る
）

　
う
ま
く
会
え
る
人
も
い
た
よ
う
だ
。
ま
た
会
え
ず
に
名
前
を
告
げ
て
品
物
を
依
頼

す
る
人
も
い
た
。

　
月
は
煌
々
と
冴
え
わ
た
り
、
冷
え
冷
え
す
る
、
今
夜
も
か
な
り
強
い
霜
が
降
り
る

だ
ろ
う
。

　
午
後
十
時
、
冷
え
て
き
た
夜
気
の
中
に
汽
笛
が
甲
高
く
と
ど
ろ
き
わ
た
り
、
列
車

は
静
か
に
動
き
だ
す
。
車
窓
か
ら
東
北
の
空
を
望
む
、
故
郷
の
陸
別
は
遠
く
今
頃

家
で
は
誰
か
こ
の
月
を
眺
め
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
月
空
を
眺
め
な
が
ら
一
抹
の
寂
し
さ
が
漂
う
。
車
窓
で
眺
め
る
こ
の
月
、
日
本
で

見
る
そ
し
て
、
北
海
道
で
見
る
、
最
後
の
月
に
な
る
の
か
と
思
う
と
、
し
ば
し
月
と

語
ら
う
‥
・
一
生
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
目
の
中
に
焼
き
付
け
る
。

　
戦
況
は
、
風
雲
急
を
告
げ
る
昨
今
、
日
本
の
運
命
は
…
敗
戦
と
い
う
こ
と
は
夢
に

も
思
わ
ぬ
が
、
不
安
が
あ
り
我
々
に
は
先
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
今
は
た
だ
国
の

た
め
一
死
報
国
あ
る
の
み
。
我
が
身
で
で
き
る
だ
け
尽
く
す
の
み
。
列
車
は
特
急
並

に
突
っ
走
る
。
　
　

　
全
員
に
就
寝
の
指
示
が
あ
る
が
、
な
か
な
か
寝
つ
か
れ
な
い
。

　
一
刻
一
刻
故
郷
を
は
な
れ
南
へ
南
へ
と
進
む
。
そ
の
内
に
一
日
の
疲
れ
が
出
て
、
線

路
の
乱
み
を
子
守
歌
に
深
い
眠
り
に
つ
く
。
列
車
は
一
路
満
州
へ
向
け
て
ば
く
進
す

る
。

　
列
車
の
旅
は
、
三
年
前
東
京
へ
一
度
行
っ
た
だ
け
、
東
京
か
ら
西
へ
は
初
め
て
、
車

窓
か
ら
の
景
色
は
珍
し
か
っ
た
。
車
窓
か
ら
眺
め
た
富
士
山
も
美
し
か
っ
た
。
戦
争

で
慌
た
だ
し
い
世
相
を
見
下
ろ
し
て
い
る
か
の
よ
う
…
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